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恒
例
会
が

薦手作りのかりんとうやおせんべいが…
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【'１べがデ｜示人長合挨協きるのがり
、て並ザドさの会の奨拶力まよ今井樹上》'１
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挨拶する丼□部長

が
設
け
ら
れ
会
場
は
大
賑
わ
い
。

さ
て
、
柾
午
過
ぎ
一
行
に
淵
店
し
た

同
飛
の
ひ
と
つ
ぼ
シ
ョ
ッ
プ
。
今
年
は
、

会
場
を
農
協
巾
会
議
室
に
移
し
、
地
区

や
グ
ル
ー
プ
、
個
人
な
ど
皿
店
が
並
び
、

祇
類
豐
樹
な
手
作
り
の
机
・
洋
菓
子
類

の
ほ
か
、
手
芸
姉
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、

お
も
ち
ゃ
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
、
数
年
ぶ
り
に
リ
サ
イ

ク
ル
バ
ザ
ー
が
実
施
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
部
員
の
皆
さ
ん
か
ら
譲
り
受
け
た
品
々

を
超
安
川
で
販
売
。
売
上
金
を
新
潟
巾

越
地
麓
災
需
筏
援
金
と
し
た
ほ
か
、
会

場
に
は
ス
マ
ト
ラ
防
沖
地
麓
災
害
募
金

鮒
も
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
部

貝
は
こ
の
時
ば
か
り
は
財
布
の
紐
を
ゆ

る
め
て
お
買
い
物
。
開
店
か
ら
、
分
程

度
で
ど
の
店
も
完
売
し
ま
し
た
。
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超ロング細穴ストローでの旱飲みはキツイ･･･
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子供達も募金に協力してくれました

レ

ム
部
員
の
作
品
が
ず
ら
り
：
。

に可

リサイクルバザーも大盛沢

「
巳

続
い
て
ゲ
ー
ム
入
会
。
テ
ー
ブ
ル
対

抗
の
竿
飲
み
や
、
ク
イ
ズ
形
式
の
ゲ
ー

ム
、
ビ
ン
ゴ
な
ど
、
豪
兼
？
紫
品
Ⅲ

指
し
た
女
の
戦
い
で
会
場
の
盛
り
上
が

り
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、
女
性
の
楽
し
み

方
の
極
意
が
垣
間
見
ら
れ
、
こ
の
Ⅱ
ば

か
り
は
、
悩
み
や
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
る

く
ら
い
、
笑
い
ま
く
っ
て
１
年
の
活
力

と
な
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。なら業際やす会手い（よの便と

り集でボ再るでな・手’７７１１１]しｊ
、ますう生こまど交紙収済てＡ

嚇諭:職；
鵠WIF鯉遡り暁了ｊｗ,三
小１部一活ニイ池川るたド：部

息さ鯉船鴻ｌ３さfikili
緤瀦鰄擾Mi繍純職
えもか駆国入付議切あ業ど、業

古
切
手
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
一
助
に
！

女
性
部
ふ
れ
あ
い
お
便
り
運
動

こ■

な
お
、
バ
ザ
ー
の
亮
ｋ
金
・
募
金
額

は
次
の
通
り
で
す
。

☆
バ
ザ
１
売
上
金
～
２
万
ｓ
ｒ
ｌ
７

Ｏ
Ⅲ
［
新
潟
中
越
大
慶
災
］

☆
募
金
～
６
千
６
３
８
円
［
ス
マ
ト

ラ
脇
沖
大
震
災
］

い
ず
れ
も
１
月
別
Ｈ
、
Ⅲ
本
亦
卜
字

社
を
通
し
て
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

が
大
き
な
力
と
な
り
、
Ⅲ
界
の
恵
ま

れ
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
役
立
ち
ま

す
。
女
性
部
で
は
、
今
後
も
引
き
続

き
こ
の
事
業
を
続
け
て
い
く
予
定
で

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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青年部のページ

支
部
間
の
結
束
が
高
ま
り
ま
し
た

Ｊ
Ａ
中
標
津
行
年
部
は
ｌ
ｎ

ｕ
Ｈ
、
新
年
雌
初
の
行
事
と
し
て

町
営
体
育
館
で
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

大
会
を
開
き
、
部
貝
間
交
流
を

深
め
て
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。
平
成
旭
年
に
行
っ
た
大
会

の
あ
と
、
青
年
部
Ｈ
Ｐ
の
掲
示
板

な
ど
で
２
，
．
ス
テ
ー
ジ
の
企

画
が
持
ち
ｋ
が
り
、
実
施
し
た

も
の
で
す
。
１
ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ
同
様
、

試
合
は
５
支
部
か
ら
各
１
チ
ー

ム
選
抜
の
総
珊
た
り
戦
で
行
い

ま
し
た
。

こ
の
試
合
に
向
け
て
練
習
を

位
ん
だ
チ
ー
ム
（
支
部
）
や
調
整

を
図
り
、
盛
大
な
打
ち
上
げ
を

Ｈ
標
に
取
り
組
ん
だ
チ
ー
ム
な

ど
あ
り
、
支
部
間
の
結
末
も
深
ま

っ
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

●
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
２
，
．
ス
テ
ー
ジ

試
合
で
は
、
多
く
の
選
手
が
ゴ

１
ル
を
決
め
、
ｌ
Ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ

優
秀
選
手
の
林
友
山
く
ん
が
オ

ー
バ
ー
ヘ
ッ
ト
キ
ッ
ク
の
妙
技
を

馳
せ
る
な
ど
、
得
点
に
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。

試
合
結
采
は
、
優
勝
Ⅱ
州
幌

支
部
。
準
優
勝
Ⅱ
俵
橘
文
部
。
３

位
Ⅱ
俣
落
支
部
。
４
位
Ⅱ
武
佐

文
部
。
５
位
Ⅱ
開
陽
支
部
と
な

り
ま
し
た
。
当
幌
支
部
は
悲
騏

の
優
勝
、
練
習
に
よ
り
各
選
手
の

技
術
が
総
合
的
に
し
が
っ
た
の

は
歴
然
で
、
努
刀
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
脚
認
識
し
ま
し
た
。
川

人
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
５
得
点
を
マ
ー
ク

し
た
安
川
正
耐
く
ん
で
し
た
。

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
以
外
の
競
技

も
行
な
い
た
い
と
の
恵
児
も
あ
り
、

次
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
も
活

発
に
な
り
そ
う
で
す
。
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年
次
青
年
部
活
動
に
お
け
る
柱
の
１
つ
で
あ
る
第
２
回
Ｊ
Ａ
中
標

津
青
年
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
大
会
が
１
月
窃
日
、
農
協
の
大
会
議

室
で
高
橋
勝
義
組
合
長
や
井
口
五
子
女
性
部
長
、
広
瀬
勉
普
及
セ
ン

タ
ー
所
長
ら
を
来
賓
に
招
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
川
は
昨
年
か
ら
開
始

し
た
も
の
で
、
支
部
峰
に
テ
ー
マ

を
決
め
て
１
年
間
研
究
し
た
も

の
を
発
炎
し
、
来
賓
ら
か
ら
評
Ⅲ

い
た
だ
い
て
い
た
も
の
で
、
第
２

ｕ
Ⅱ
の
今
年
は
、
同
じ
悩
み
や
興

味
を
持
つ
盟
友
同
士
の
班
体
制

に
よ
っ
て
横
の
連
携
を
深
め
る

意
味
も
込
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

班
編
成
を
終
え
た
６
月
頃
よ

各
班
の
取
組
み
に
高
い
評
価

●
第
２
回
ｊ
Ａ
中
標
津
青
年
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
大
会

あ
る
発
表
に
尚
評
川
を

得
て
６
班
巾
ト
ッ
プ
の

評
価
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
部
Ⅱ
男
性
の
永

遠
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
二
女
性
の
心
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
班
は
、
こ
の
難

し
い
内
容
を
ビ
デ
オ
取
材
と
ア

ン
ケ
ー
ト
分
析
な
ど
を
Ⅲ
い
て

分
か
り
易
く
、
か
つ
楽
し
く
発
表

し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
⑩
分

間
と
い
う
時
間
の
巾
で
ま
と
め

折～

乳量と飼料班の発表

キもを行てミオ絞効!！]拳をた始り

識蝿I鱒iｉ

言
わ
れ
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
た

め
時
間
と
の
兼
ね
合
い
で
総
合

得
点
で
は
１
位
の
班
に
及
び
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
項
Ⅱ
以
外

は
岡
評
価
を
得
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
乾
乳
舎
の
設
計
を
テ
ー

マ
に
し
た
『
施
設
設
計
」
班
や
時

は
金
な
り
｛
タ
イ
ム
イ
ズ
マ
ネ
ー
）

を
テ
ー
マ
に
し
た
『
儲
け
る
仕
組
警

班
『
環
境
と
農
業
』
と
い
っ
た
壮

大
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
地
球

の
起
源
か
ら
掘
り
下
げ
て
研
究

し
す
ぎ
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な

っ
た
班
。
川
産
期
病
を
テ
ー
マ
に

し
た
『
家
帝
の
健
燦
纐
理
」
班
な

ど
多
彩
な
活
動
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

全
部
ｕ
の
協
力
を
な
か
な
か

得
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
班
に

よ
っ
て
は
非
常
に
片
労
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
で
す
が
、
来
賓
な

ど
の
こ
の
取
り
組
み
に
対
す
る

評
価
は
非
常
に
向
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
次
年
度
、
ど
の
よ
う
な

方
向
性
に
す
る
か
は
こ
れ
か
ら

の
会
議
で
決
定
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
ど
の
活
動
に
つ

い
て
も
１
人
１
人
が
で
き
る
こ
と

を
率
先
し
て
協
力
体
制
を
築
く

こ
と
が
、
行
年
部
活
動
の
原
動
力

で
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
職
輿
の
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
も
多
忙
な
と
こ
ろ
、
発
表

会
を
見
学
下
さ
い
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ji'ｌｊＷ１ｋハＳＨﾉBE7XSU４



ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
の
２
期

生
か
ら
は
圧
繍
ｕ
人
中
９
人
が

参
加
。
ま
た
、
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ

ッ
ジ
２
期
生
に
青
年
部
旦
も
い

る
こ
と
、
平
会
長
が
全
道
行
年
部

組
織
の
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

農
協
行
年
部
只
も
卯
人
余
が
参

加
し
、
Ｊ
Ａ
道
青
年
部
幹
部
の

組
織
柄
動
へ
熱
い
取
り
組
み
に

触
れ
ま
し
た
。

ル
ー
キ
ー
ズ
特
別
講
師
に
道
胄
協
・
平
和
男
会
長

作
文
力
を
鍛
え
よ
う
、
作
文
力
は
発
一
一
一
ロ
カ
だ
！

Ｊ
Ａ
中
標
津
担
い
手
創
出
協
議
会
が
開
く
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ

２
期
生
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
別
講
師
に
１
月
四
日
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
青

年
部
協
議
会
の
会
長
・
平
和
男
氏
が
招
か
れ
、
『
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
在

り
方
“
今
昔
”
（
こ
ん
じ
や
く
）
』
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

鋼演する平会長

活うといていｉｉｉのやう講経逆にて,けを背必背また
動ましろ足丁'i奄協交部営習憐動lnjは格紹年婆年え'１i豈全

蕊灘1鰯ｉ
能の合D｢てして各ど流行術の諦漿いのど協に協踏雪

Ｐ■■ 

力
と
し
て
は
作
文
す
る
能
力
が

い
か
に
重
要
で
あ
る
か
。
作
文
能

〃
は
発
一
一
一
一
同
能
力
に
つ
な
が
る
た

め
近
の
会
長
職
に
つ
い
て
切
に

思
う
と
実
体
験
を
交
え
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
背
年
部
旦
の
感
想

で
は
、
作
文
す
る
力
が
必
要
な
の

は
感
じ
て
は
い
る
と
の
愈
兄
も

あ
り
、
人
に
薑
薑
凹
わ
れ
る
と
そ
う
思

う
が
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
だ

と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
そ
う
い
っ
た
機
会
を
増
や

す
よ
う
に
椚
動
の
展
開
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

平
会
長
に
は
ご
多
忙
の
中
、
当

農
協
の
ル
ー
キ
ー
ズ
や
青
年
部

貝
の
た
め
に
御
来
組
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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寄陽旅味うあた募しきの
り台行しこつ、したまを
応へ’'１、とた反てがせ脈
募立に観をと応く、ん認
しち|)Ｍ光jl1いがれ応でで
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中
標
津
の
乳
製
品
、
お
い
し
か
っ
た
！

⑪
口
ｌ
ル
バ
ッ
ク
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
消
費
拡
大
企
画

咄

いンまたＰすい津|[[Iｉｆ与れがを決さて
まジえ企Ｒ１ＩＩねしはささい強ＤＭ抜ｉＩｉめんい
すして11hi活標１か切れんで<陽粋ｐ１まにた
・て新で動津。つめたもし馨合しさし記だ
いたすの、たてんなたかはてんた念い
きなが－腿でででか。つす褐か。砧た
た’１１こ環協すすすな鰹たご減らを‘i：
い業のと、。がねかＩｊｌＩ１ＩＩｒの！!w塚

鉾鮭Ｈ１澱１ゼiiけ｛窓曾：
えヤを行部き品’'１い部ど瓜ンと占
てし蹄つのまお標企のき邪卜を１１１
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古田さんが携帯砠話のカメラで撮り応募して
下さった開陽台か月の＝童
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昨年末に侍さまが樹立した平成１７年度の営農計illii総集計表が２月に
行われた理事会で承認を受けました｡皆さまがそれぞれ計画された集大成
であり､平成１７年度の本農協における計iujiの礎になる部分でもあります。
乳並を見ると､昨年実績対比で104.4％となる｛111びを示しております｡皆
さまの生産意欲の表れであると言えますし､平成１７年度における強力な推
進力になっていくものと捉えております。
スタートを切ったクミカン年度の１７年｡皆さまの史なるご協力をお願いノ

巾し上げます。
１１１位：千F{

入収 平成17年計画
245戸区分ｗ;鰐繍

過不足16年実紙’１７年計画１６年計画分区

123.472.2Ｃ 乳竈（ｔ）118,224.70118224.70 295942 8477,962 乳’8413,98318,182,02Ｃ8,182,02Ｃ 8.413,983 牛

－４０，２８１ 592,742 69.00hａ 

;iuf1jiic/s)'61鯛
66.7011ａ Ｍ１絵金607,247633,023

326,450 354754 
255,661 計’9,021,23018,815,0439,070,704小

１９７０１１F１ 17.70hａ ブロッコリー13,006 759.759 746.753 667,064 乳、牛
28,47Ｃ 24.953 収1,t(C/S）

－２７．２０７ 354,100 381,307 339.775 肉用牛r＝ 
l2980ha l３６１ｈａ てん菜

3.3001－３，１２３ 6.423 8.461 その他畜産物 6,460.20 8.376.09 収１，ｔ（ｔ）

-17,324 1,134,48311,117,159 個体販売計’1,015,300 107.5113 ７５４０ｍ 馬鈴璽極了

175,1141-194491 家畜共済金’163,7691369,605 Ｒ９６０ｈ３ 6236ｈａ 〃食)【

43,846 10,319,131110,362,977 畜産物計 10,200,299 g６２３０ｈａ 359.90ｍ 〃澱原

115,043 1３９３７１ 収逓(袋）-49.668 329,05ｅ 378,727 馬鈴箸’333,103

1500ｈ日 ２０９０ｈａ -31,59Ｃ 〃加工1１１．６５１ 106,9411143,24］ てん菜

3.117 乳、牛(頭） 3.407 2.657 38.44Ｃ 35788 32,24Ｃ その他農産物

肉用牛(頭）7,1266,162－５，５５４ 6９，４１１ 74.965 60.677 大根

26,898 27.235 乳牛総頭数1６２７２-3,455 190727 ブロッコリー’15,460

5.182 １２カ月以下 5,093 564,8331-87,610 652,443 548,421 農産収入計

仔已、
5８５６ 5,385 －１３８，６２５ １３～２４カ月600,673 農業雑収入447,825739,298

16,420１６，１９７ ２５カ月以上農業収入計’11,196,545111,710,872111,528,483-182,389

総所有地ｈａｌｌ5,699.6015,706.5Ｃ33,235 -８３．５１５ Ｉ１６１７５Ｃ 農外収入１46,603

8,488.40 8.904.50 改良草地ｈａ49.484 -54.433 44,434 1０３．９１７ 登金借入

4.17870 ａ９０ＬＯＯ 永年草地hａ454.259 -５６７，６２５ 1,021,884 4620424 蒼金受入

R３０４Ｃ ７９７．２Ｃ ７９７．２Ｃ 畑地ｈａその他

111林原野他ｂａｌ２,202.1012,103.8Ｃ2,202.1012,103.8Ｃ －８８７．９６２ 12.065.461 12,953,423 計111.750,006合

一戸平均実績 一戸平均計両16年実統117年計画１６年計ili区分

46472 47.05Ｅ 11,710872 11,528.483 1１，１９６，５４５ 農業収入

32.962 31,425 7.699,090 8.306,541 農業経営徴 7.566.167 

15.630 3.829.393 13,5OＧ 3.404,331 3.630.378 股業所得

一一一 一一一29.1％ ３３．２％ ３２４％ 所得率
－－ 

'ＺＩノVZlﾉﾋﾟ`JLQ円ＪＲ戸祇ＷＪＲ

区分
平成16年災績
252戸

平成17年計画

245戸

乳篭（し） 118,224.70 123472.20 

大根

収鑓(C/S）

66.70hａ 

354,754 

69.00hａ 

326,450 

ブロッコリー

収lil(C/S）

17.70hａ 

24,953 

19.70hａ 

28,470 

てん菜

収辻（ｔ）

]36.1ｈａ 

8.376.09 

l3980ha 

6,460.20 

馬｛ 薯種子 107.5hａ 7540hａ 

食)|］ 62.36hａ 59.60hａ 

澱原

瞼(袋）

359.90hａ 

139β7１ 

362.30hａ 

115,()4３ 

'’加工 15.00hａ 20.90hａ 

乳、牛(頭） 3,407 3,117 

肉用牛(頭） 7,126 6,162 

乳牛総頭数 26,898 27,235 

１２カ月以下 5,093 5,182 

１３～24カ月 5,385 5,856 

２５カ月以12 16,420 16,197 

総所有地hａ 15,699.60 15,706.50 

改良草地hａ 8,488.40 8,904.50 

永年草地hａ 4,17870 3,90ＬＯＯ 

畑地hａ 830.40 797.20 

１１１林原野他ｂａ 2,202.10 2,103.80 

収入

区分 16年計画 16年実紙 17年計画 過不疋

生乳 8.413,983 8,182,020 8,477,962 295.942 

Ｉｍｌｉ絵金 607,247 633,023 592,742 －４０，２８１ 

小 計 9,021,230 8,815,043 9,070,704 255,661 

乳、牛 667,064 746,753 759.759 13,006 

肉用牛 339,775 381,307 354,100 -27,207 

その他畜産物 8,461 6,423 3,300 －３，１２３ 

個体販売計 1,015,300 1,134,483 1,117,159 -17,324 

家畜共済金 163,769 369,605 175,114 －１９４､491 

畜産物計 10,200,299 1０，３１９，１３１ 10,362,977 43,846 

馬鈴箸 333,103 378,727 329,()5９ -49,66 

てん菜 6,941 143,241 1１１，６５１ －３１，５９ 

その他農産物 2,240 35,783 38,440 2,65 

大根 0.677 74,965 69,411 －５，５５ 

ブロッコリー 15,460 19,727 16,272 ‐３，４５ 

農産収入計 548,421 652,443 564,833 －８７，６１ 

農業雑収入 447,825 739,298 600,673 －１３８，６２ 

農業収入計 11,196,545 11,710,87 11,528,483 －１８２，３８ 

農外収入 46,6()３ 1１６，７５ 33,235 -83,51 

資金借入 44,434 103,917 49.484 -54,433 

資金受入 4620424 1,021?884 454,259 -567,625 

その他

合計 １１，７５０，００６ 12,953,423 12,()６５，４６１ -８８７，９６２ 

区分 16年計両 16年実統 17年計画 一戸平均実績 一戸平均計両

農業収入 １１，１９６，５４５ 1１，７１０，８７２ 1Ｌ528,483 46,472 47,055 

農業経営費 7．５６６．１６７ 8.306.541 7,699,090 32,962 31,425 

農業所得 3,630,378 3,404,331 3,829,393 13,5()９ 15.630 

所得率 32.4％ 29.1％ 33.2％ 



平成17年 Ｉ」ワーＩ」ワー
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支
出

区 分’１６年計'111］ １６年実織 １７年計画 過不尿

労

犀
以

322.286 355,93Ｃ １８９．８２１ －１６６．１０９ 

肥 料 540.977 5４０４８５ 553,524 7.039 

生産資材 407,82］ 474.623 418,090 -56.533 

水道光熱 403,425 －１０．０７５ 

飼 科
－１３００８７ Ｐ■■ 

－４，１６５ 

395.416 399.864 33,534 

907.876 1,020,05］ 938.603 -81.448 

346,062 490,295 347.566 －１４２．７２９ 

諸税諸負担 576.751 627.809 600.645 -２７．１６４ 

支払利息 2000832 172.798 172.798 2０１２７３ 2０１２７３ 28,475 

その他経営醤 161,520 l９ＬＯ５０ 1５９．１８５ -31,865 

農業支出計 7,566,167 8,306,541 7,699,090 -607,451 

家計曹 L985.130 2,076,260 2,170.583 94`328 

圧ｑ
西経費十家計費 9,551,297 10,382,801 9,869,673 -５１３，１２８ 

賞金返済 935.541 988,788 927.074 －６１．７１４ 

貯金共済 1.041.993 LO7463C 1.032.029 -42.601 

腱業機械 64.29Ｃ l６４６２Ｃ 82.231 -８２８８９ 

その他 2１８，２９５ 305,341 208.646 -96,695 

ム
ロ

計 1１，８１１４１６ 1１，８１１４１６ １２９１６．１８Ｃ １２９１６．１８Ｃ 1２．１１９．６５３ -７９６．５２７ 

１６年計画 １６年実績 １７年計画

総収入合計. 1１．７５０．００６ 12.953.'123 12,065,461 

総支出合計 1１．８１１．４１６ 1１．８１１．４１６ 1２，９１６．１８０ 1２，１１９，６５３ 

収又過不足 -61.410３７２４３１-54.192 

ラノ､４ノＷＭｒＡ､ｑｌＷ７ＴＲ'779〃

支 出

区分 １６年計|山ｉ １６年実績 １７年計画 過不足

労賃 322,286 355,930 189,821 －１６６，１０９ 

肥料 540,977 546,485 553,524 7,039 

生産資材 407,821 474,623 418,090 -56,533 

水道光熱 ，403,425 437,226 427`1５１ -］０，０７５ 

飼料 2,694,961 2,938,969 2,808,882 －１３０，０８７ 

養畜Ｉｆ 532,422 569,706 543.382 --26.324 

素畜賛 75,818 81.735 77,570 －４，１６５ 

農業ｊ１ｉ済 395`416 3990864 433,398 33,534 

貨料料金 907876 1,()20,()5１ 938,603 1,448 

修」皿賛 346,062 490,295 347,566 --1 2,729 

諸税諸負担 576,751 627.809 600.645 7,164 

支払利息 200,832 172,798 201,273 28,475 

その他経営費 l６Ｌ５２０ 191,050 159,185 -31,865 

農業支出計 7,566,167 8,306,541 7,699,090 -607,451 

家計賢 1,985,130 2,076,260 2,1701583 94,3 

経費十家計費 9,551,297 10,382,801 9,869,673 －５１３，１２８ 

資金返済 935,541 988,788 927,074 -61,714 

貯金共済 1,041,993 1０７４６３０ 1.032.029 -４２１６０１ 

膿業機械 64,290 164,620 82,231 -82,389 

その他 218,295 305,341 8,646 -96,695 

ムー
計匡Ｉ 11,811416 1２，９１６，１８０ 12,119,653 -796.527 

16年計画 16年実績 17年計|団

総収入合計 1Ｌ750,006 12,953,423 12,065,461 

総支出合計 lＬ８１１．４１６ １２，９１６」８０ 12,ﾕ19,653 

収又過不足 －６１．４１０ 370243 -５４．１９２ 



役
員
協
議
会
が
町
議
会
産
業

静罫肩 組 合 町
議
会
産
業
常
任
委
員
と
役
員
と
の
意
見
交
換
会
が
１
月
８
日
、
当

農
協
の
中
会
議
室
で
行
わ
れ
、
当
農
協
役
員
全
員
と
各
部
長
、
常
任
委

員
６
人
が
当
農
協
が
行
う
様
々
な
取
り
組
み
を
含
め
た
他
産
業
と
の

関
わ
り
な
ど
の
話
し
に
つ
い
て
２
時
間
ほ
ど
懇
談
し
ま
し
た
。

1 の 脇であにしす勢内閲
ご、りは当あろをし連町

を鰄鋤:緬鰄

繊鳫鞠
逃,ｉｉ餓標い政腿に、
う仇様協津てに業ご朧
こ膿々がⅢ』話対ｌｌｌｉ案業

１日㈹…元旦

7日③…業務始め

8日㈹…役員協議会

11日㈹…乳牛改良同志会役員会
１２日㈹…ルーキーズカレツジ

発情発見システム事業説明会
畑地帯総合整備事業説明会

14日③…営農協議～17日

１７日(月)…青年部組織強化委員会
女性部役員打合せ

18日㈹…畑作対策協議会監査

19日㈱…ルーキーズカレツジ

20日嗣…女性部新年恒例会

てん菜役員会

２１日③…営農協議～22日

24日(月)…グリーンクラブ役員会

乳牛改良同志会役員会

25日㈹…第５回生産委員会

青年部プロジェクト発表大会

26ｐ㈱…馬鈴薯振興会役員会

27口㈱…ルーキーズカレツジ

和牛振興会役員会

２８日③…第６回営農委員会

青年部ＰＲ委員会

２９日㈹…第７回営農委員会

３１日(月)…畑作対策役員会
飼料基盤活用促進事業説明会

と
な
ど
も
説
明
し
、
州
農
協
長

渕
酪
農
課
奨
肺
佐
に
よ
る
乳
画

改
韓
、
良
質
な
生
乳
生
産
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
ス
ラ
イ
ド

な
ど
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

常
任
委
旦
側
か
ら
は
産
業
の

常
任
委
員
と
一
一
一
口
っ
て
も
懇
談
の

機
会
が
少
な
く
状
況
を
把
握
す

る
場
を
持
て
て
よ
か
っ
た
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

棉
回
童

「

一
屋
と
焉‐＝二

交
換

１３１２１１１０９８７６５４３２１１)lIl)Ｍ 
腿・い区・・給・い・て・・部説．ににす゛て゛る゛つ゛出、へ催lMi
wi特て重平各認平て組職組規IﾘＩｊつ伴ろ弓（｢;契共い役蘭」上決場ﾉﾖ
の定点成ijii定成合し」合I1U態Ａいう|ﾉ１余川約済てL1lni雌議所１１
変組指１７資にｌ７Ｌｊ就旦の勢にて業|#Ilm1lllのリド進’１辿事
奥合導年金つ年の紫規iliI盤お務府機梁締蕊（rに腱頂陛下
にＬ1組度のい度’1｝規ｌｉｌ１Ｌ定lwiけｌﾉﾘ令UL1規結の笈つ業一協成

舅嶬ii鰹てii；鱗iii；懸灘脚羅
特案導つ1,,,ｉ誠」ピにてllLIll］，'ドー雄史てｊｉｌｉの金篭ｊｊ
別一・い’1ド渡につす荷の部ｌｉｊｆにに決脇２
巡に地て供についろへ変改につULl定会Ⅱ
）I］つついて内の史il2UMいすにの

fﾏﾏ、
､ ／ 

＜第９回）
理事会
の

経過報告

第９回

、 ノ

蝋繍灘灘騨蝋
i1で1戦懲繍蝋；ii蕊鱗#iｉ
ＷＫ楽楽Ｉｌｌｉｌ:て.残規つ流受只ル状いいの￣青に史
衞繍慕聡て：iRl蝉ｉｕＭ緬嘆將場：iii鱗ｷﾞｯ州繋

ﾉﾉＩノＶﾑＭ｢４｡〃'狩戸坂｡』ノロ



海外酪農.
■UT 

l1l」

人工授精視察研修
Ｉ 報告＃０１営農部家畜改良課佐藤太〕

て
体
験
す
る
飛
行
機
で
の
長
期

移
動
に
耐
え
る
事
ｎ
時
間
、
ふ

と
外
に
Ⅲ
を
や
る
と
果
て
し
な

く
続
く
広
大
な
域
色
が
…
こ
う

し
て
初
め
て
訪
れ
る
興
国
の
地
へ

第
１
歩
を
踏
み
川
し
ま
し
た
。
デ

ト
ロ
イ
ト
空
港
到
蒲
後
、
み
た
ぴ

袋
路
に
て
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
対
グ
リ
ー
ン
ベ
イ
・
パ

ッ
カ
ー
ズ
』
の
本
拠
地
で
有
将
な

羽
日
下
厳
空
港
に
集
合
し
窄

路
に
て
羽
剛
空
港
へ
、
そ
こ
か
ら

成
川
空
港
へ
と
向
か
い
脚
び
空

路
に
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
川
ミ
シ

ガ
ン
州
シ
カ
ゴ
巾
デ
ト
ロ
イ
ト

空
港
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
移
動

叩
の
機
内
は
ほ
ぼ
満
席
で
初
め

９
月
記
日
か
ら
扣
月
８
日
ま
で
北
海
道
家
畜
人
工
授
精
師
協
会
主

催
に
よ
る
第
姐
回
海
外
酪
農
・
人
工
授
精
視
察
研
修
へ
参
加
し
て
参

り
ま
し
た
の
で
、
数
回
に
渡
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

P=９１ 

■= 廃

》二一一

墨f謹ま＝誼

世界で１爵頑張っているのは飛行磯の翼なのではな
いか？初めての長距離フライトで想う

グ
リ
ー
ン
ベ
イ
市
に
到
膚
し
ま

し
た
。
同
市
の
ホ
テ
ル
に
到
潜
後

は
今
川
の
研
修
に
集
ま
っ
た
メ

ン
バ
ー
で
懇
親
会
を
開
き
、
そ
の

後
は
移
動
の
疲
れ
も
あ
っ
た
の

で
そ
の
ま
ま
就
糎
、
こ
う
し
て
長

か
っ
た
第
１
Ⅱ
Ⅲ
が
終
了
し
ま

し
た
。釦
Ⅱ
、
岐
初
に
訪
れ
た
の
は
ア

メ
リ
カ
で
粘
液
を
販
売
し
て
い

る
聯
業
体
の
一
つ
で
あ
る
Ｃ
Ｒ

－
人
肛
授
桁
所
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
事
業
所
で
す
。
こ
こ
で
は
㈱
漏

藤
貿
易
奇
産
部
講
産
課
正
任

天
野
琢
氏
と
Ｃ
Ｒ
ｌ
同
際
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
並
び
に
刑
社

屋
を
兼
任
さ
れ
て
い
る
フ
ー
プ

テ
プ
ラ
ッ
テ
氏
か
ら
案
内
・
説

川
を
受
け
ま
し
た
。
Ｃ
Ｒ
－
人

工
授
糖
所
は
『
農
家
よ
り
川
で
、

農
家
の
た
め
に
有
益
な
サ
ー
ビ
ス
・

情
報
を
供
給
す
る
」
と
い
う
Ⅱ
的

で
設
京
さ
れ
た
組
織
で
、
ア
メ
リ

カ
国
内
に
３
小
業
所
三
ユ
ー
ョ

１
ク
、
オ
ハ
イ
ヨ
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
｝
あ
り
、
我
々
が
訪
れ
た
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
萠
業
所
で
は
旧
～

、
頭
の
検
定
済
み
征
雄
牛
、
約

印
頭
の
候
補
牛
を
飼
養
し
て
い

ま
す
。
ま
た
こ
こ
で
は
約
２
０
０

万
本
の
粘
液
を
保
管
し
て
い
て

に
操
っ
て
孫
桁
す
る
様
子
は
ｎ

分
が
学
生
時
代
に
兄
た
採
結
の

様
子
と
は
違
っ
て
非
常
に
鯖
き

ま
し
た
。
ま
た
Ｃ
Ｒ
ｌ
人
工
授

縮
所
で
は
繊
川
２
巡
閲
程
度
の

期
間
で
人
工
授
桁
師
育
成
の
た

め
の
講
習
会
が
附
か
れ
、
授
精
師

育
成
の
他
に
も
飼
料
検
査
、
乳
質

改
善
な
ど
様
々
な
分
野
で
農
家

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
部
幹
が
あ
り
、

ど
こ
と
な
く
我
々
Ｊ
Ａ
と
共
通

す
る
所
が
あ
る
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
ひ
と
辿
り
の
案
内
が
終
わ

っ
た
後
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で

現
役
の
授
桁
師
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
ジ
ー
ン
Ｒ
ノ
ー
ト
ン

他
の
２
事
業
所
と
述
携
を
取
り

合
っ
て
国
内
外
へ
と
流
迦
し
て
い

る
と
の
瓶
で
し
た
。
採
糀
業
務
は

月
曜
、
水
曜
の
週
２
Ｎ
（
午
前
６

時
～
９
時
｝
で
我
々
が
訪
れ
た
の

は
ち
ょ
う
ど
木
曜
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
採
怖
を
見
学
さ
せ
て
も

ら
う
躯
に
な
り
ま
し
た
。
偽
牝

台
を
川
い
ず
に
去
勢
牛
を
巧
み

,日目司

Ｗ 

氏
と
の
恵
児
交
換
会
が
附
か
れ

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
人
工
授

鯖
師
２
９
０
人
中
（
少
な
い
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
、
家
授
粘
が
全
農

家
の
釦
％
を
占
め
て
い
ま
す
）
約

如
％
が
数
人
で
チ
ー
ム
を
組
み

な
が
ら
業
務
を
行
な
っ
て
お
り
、

彼
も
そ
の
よ
う
な
体
制
で
業
務

勢
を
行
な
っ
て
い
る
と
の

華
率
で
し
た
。

臆
懲
見
交
換
を
進
め
て

癩
露
い
く
う
ち
に
細
か
な
と

腱》準姥奔呼趣御純繊納報
醗
乃
も
Ｍ
じ
人
工
授
梢
帥
で

栩
榧
あ
る
と
い
う
こ
と
を
突

採
さ
感
す
る
こ
と
が
Ⅲ
来
て

非
常
に
有
恵
義
に
時
間
を
過
ご

す
事
が
Ⅲ
来
ま
し
た
。
こ
う
し
て

楽
し
く
も
非
常
に
勉
強
に
な
っ

た
躯
業
所
を
後
に
し
て
我
々
は

次
な
る
Ⅱ
的
地
で
あ
る
サ
ン
デ

ー
バ
レ
ー
牧
場
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
百
月
号
へ
続
く
）

ロ

カリスマ授禰師のジーンＲノートン氏
(中央）
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￣￣、

￣ 
年
も
明
け
、
新
し
い
経
営
年

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

今
一
度
自
分
の
経
営
を
見
直
し
、

し
っ
か
り
と
目
標
を
持
っ
て
平

成
何
年
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

経
営
診
断
と
い
う
と
難
し
く

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
所
得
税

の
申
告
書
と
資
産
台
帳
か
ら
「
損

益
計
算
書
」
と
「
貸
借
対
照
表
」

を
作
成
す
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
｜
度

挑
戦
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

所
得
税
の
巾
特
諜
か
ら
す
ぐ

に
作
れ
る
扱
益
計
算
香
か
ら
は

下
記
の
よ
う
な
分
析
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
に
寅
産
状
況
の
わ
か
る

貸
借
対
照
表
が
あ
れ
ば
、
ｎ
Ｊ

貰
本
比
率
や
固
定
溢
水
比
率
、

売
上
商
典
伎
比
率
な
ど
経
営
の

安
定
性
も
わ
か
る
分
析
が
可
能

で
す
。
規
模
肱
大
な
ど
の
投
蜜
を

行
っ
た
後
は
安
定
性
を
示
す
数

字
が
年
々
ど
う
変
化
し
て
い
く

が
チ
ェ
ッ
ク
し
早
め
に
対
応
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

維
営
規
模
や
乳
吐
階
屑
別
の

分
析
デ
ー
タ
や
詳
し
い
分
析
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
磐

及
セ
ン
タ
ー
へ
柵
談
し
て
く
だ

さ
い
。

１
Ｊ
 

、

〆
【損益計算書

自
分
の
経
営
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

》
‐
二
一

挙
塗
熱

雰
］
｜
‐
二

嶢鶯澱灘聯鰄｜騨繍

Ｚ＝ 

経営のｾﾙﾌ
チェックを！輪公課諸負担

農業共済遇

土地利用賢

二の仙窪業鮒醤 、
ノ

プー評l面貌

支払利息
一一一

その他JJY案外費廠

当期純利益

合計

（北槌地鴎撒良普及ｾﾝﾀｰ、

'２－２１６４ 

Ｕ
Ｔ
 

ｌｌＢ 

《己

（ 出荷乳因 」

鐸芹牛繭敷 韮

皿Ⅱ皿皿HmbumHpURp皿ロロロロUmmIlHpI】Ⅱロ皿叩ロロロ叩ロ叩ＵＵｐＨｐＵ

計算式の亦数ｉｆは、平成１５年北海道の畜産経営
（社)北海道酪腿奇瀧協会より

必
廻
盲
目
冨
目
目
目
目
目
且
目
目
目
冨
目
目
目
目
二
．
目
目
目
目
目
や

Ⅳ
■
 

ご
■

４６V 
面

■ 

■ 

￣ 

■ 

￣ 

￣ 

￣ 

￣ 

■ 

￣ 

■ 

再

■ 

西

国

■ 

＝ 

■ 

■ 

￣ 

■ 

臣

回

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

回

■■ 

、

■ 

宮

■ 

宮

■■ 

＝ 

剪

再

一

■ 

宮

＝ 

曰

■ 

■ 

■■ 

【経営

１
日
Ⅱ
■分析

〆式

、経産牛１頭当たり販売額
鰹業収入÷経産牛頭数＝706千円

()経産牛１頭当たり所得
農業所得÷経産牛頭数＝１７６千円
☆農業所得＝（W[従者給与＋支払利息十その他｣Llf業外蛮｢11＋当期純利iii）-41「業外収益

販売金額が高いのに、所得が少ない場合は、ＺＩｉ１１Ｉがかかりすぎていないか？
販売金額も所得も少ない場合は生産性が低くないか？について収文や乳検情報な
どをチェックしてみてください。

○牛乳生産費…専従者給与を除いて算出した場合
（階方合計一その他』j業外蛮川一」1期純利益一専従者給与）÷ｌｌＷ１ｌｉ乳｣,t＝１１１／kｇ
牛乳の販売単価
乳代÷'１１;iMj乳!'！（１２～ljj）＝７５．１６円／|<９

ヨ：乳飼寶
■ 

（乳飼２１ｔ÷乳代）×１００＝３２．９０％＝ 

目 ☆乳飼Z1iが向い場合、多くは給与飼料のバランスが悠いなど、エサ代の割に生産が
：伸びていない場合が多いようです。飼料設計、粗飼料の品質、収鼬方法の兇『[し
目

を行ってみて下さい。餌

勿mUHnUHHUBUpBUH目RUHmm■叩ﾛ皿pBN皿pHUHHHUHⅡUHHHHNUZpuUUpp皿ロロ皿ロNBHHHHpBmUUuHpUHUU
（ ＿／ 

1ＡノWlKZlSHﾉBE7XSD10

艫鶴H雲蕾厩薊了IZYEr霞）
i遇フヨ 金額 宮方 金額

直振劃

種苗費

肥料画

鰹襲賀

霊雷衛生賛

識材科喪

緊薗漬

鱈料賀

樋印材料聟

翼

骸3匹ⅡT銘

(生乳飯売収益）

畑作収益

その他収益

農業灘収益

間

接

費

支》

当Ｉ

巫IfiF箸絵毎

屏隅鎧､鱈

l雪認覗磐J金

動力光熊劉

修理YＨ

販売費用

公課諸負担

農業共済週

土地利用費

その他震業離蜜

:\1面鏡

利息

)他巫案外費用

同錘三１１鍔

収

益

助成金など

受取労鐙など

の他事業外収曇

会計 計

【経営分析」
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冒

目
目

ご厚志ありｶｺﾞとうございますニニ

ニ■

目株式会社野澤組(代表取締役野澤真一郎)様より｣Ａ冒
冒中標津担い手創出協議会に対して､農産業の未来を担二
目う若者の育成にご活用下さいと御厚志をいただきまし冒国

目た｡誠にありがとうございます。目
目二

殉INHロ皿uHHmHpm皿NMHnnpHpmpUpII皿叩mRHUmHUHMEllIIB、
回

可Ｐ□

示栃
イベント情報｡公募･売り
買いなど､組合員の便利
な掲示板として皆様から
の情報をお待ちしており
ます。

Ｌ 
」

第
２
俣
落
新
生
地
区
の
保
科
妙
さ
ん
よ
り
昔
の
写
真
を
整
理
し
て
い
た
ら
ｌ
と
編
集
局
に
届
け

ら
れ
た
写
真
と
文
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
写
真
と
文
は
保
科
隆
さ
ん
・
妙
さ
ん
の
娘
さ
ん
潤
（
め
ぐ
み
）
さ
ん
が
小
学
生
の
頃
の
こ
と
。

さらにパワーアップ

マスチゲンドリン
クが｢マスチゲンゴ
ールドＳ」に変わり
ました！

編
集
局
で
は
こ
の
よ
う
な
心
温
ま
る
写
真
や

文
、
絵
画
な
ど
の
作
品
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

作
品
の
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

と
ラ
マ
車

と
つ
司
走
奪
い
固
い

唇
か
う
け
た

霞
享
の
評
認

「
謀
っ
た
六
い
竃
或
」

い
う
の
臼
六

さ
評
の
説
定
菌
は

「
吟
〆
で
や
人
」
い
竃
り
ま
し
た

鈩記

袴さまにご愛飲いただいてお

ります.北海道A2生鰹業協Ｉｉ１

組合連合会のマスチゲンドリ

ンクが｢マスチゲンゴールドS」

となり機能性が強化されました。
饗,【iiiが強化された点は､ロ

ーヤルゼリーを新配合したこ

ととタウリンや各種ビタミン

類の成分含ｲｲ１，ｔを増１，tした

ことなど。

詳;'11のお問い合わせは経

樹企ilUi課ＴＩＬ２－３７２１まで。

蕊 記可

鯵 一
語
雪
蕊
弱
冠

『
戸
０
／
・
一

①
８
ペ
ー
ジ
の
巾
ほ
ど
雁
側
、
ロ

ケ
の
た
め
来
～
に
続
く
１
行
が
浮
典
の

後
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
正
し

く
は
ロ
ケ
の
た
め
束
承
を
出
発
し
た
一

行
は
釧
略
空
港
へ
到
蒲
～
と
続
き
ま
す
。

②
咽
ペ
ー
ジ
の
マ
ツ
ク
ゴ
ー
ギ
ャ

ン
牧
場
を
祝
察
し
た
文
堆
を
僻
い
て
く

れ
た
の
は
開
陽
鈴
木
祥
嗣
（
よ
し
つ
ぐ
）

さ
ん
で
は
な
く
開
陽
鈴
木
押
之
（
と

も
ゆ
き
｝
さ
ん
の
間
違
い
で
し
た
。

③
Ｍ
ペ
ー
ジ
の
岐
後
～
旧
ぺ
ｌ
ジ

の
雌
初
に
渡
っ
て
文
章
が
抜
け
て
い
ま

す
の
で
追
加
致
し
ま
す
。
粘
液
の
価
格

は
４
５
０
～
’
千
ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
。
こ
の
研

究
所
で
は
海
外
の
粘
液
を
あ
ま
り
使
用

せ
ず
｛
赤
字
部
分
を
追
加
）

④
垢
ペ
ー
ジ
の
雌
後
～
〃
ペ
ー
ジ
の

岐
初
に
か
け
て
、
「
さ
れ
て
い
て
、
ま

ま
ず
第
１
舟
Ⅲ
」
と
「
ま
」
が
２
つ
あ

る
の
で
－
つ
削
除
し
ま
す
。

以
上
を
訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

い
つ
も
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
号
に
４
カ
所
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
部
分
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
灯
発
し
な
い
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
と
迎
携
を
瞼
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
審
赦
下
さ
い
。

１
月
号
訂
正
と
お
詫
び

１１〃ｌノWMDgl6WIBE71SU
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」Ａ中標津青年部では､この脱脂粉乳入り味噌を
月の１２日､１３日に行われる中標津冬まつりで版
するほか､脱脂粉乳の消費拡大へ向けての主力と
て位置付けます。

’ 
「員
■ 

商品『ミルキイみそ｣について
機能性は？

カルシウム含:liiが迦常の味噌の約５倍あります｡また、
味噌を多11kに摂取すると塊分過多になりがちですが、
この味'１牌は大豆と脱脂粉乳の発酵過程で生成される
成分が1m雌を下げるIIiiきがあるとの試験結果がでて
おり今後､注Ⅱを集めそうです。

※血糖lilIではなくllull三です。

みそ汁が飲みたいけれども､｢塩分を控えなさい｣と
言われている方F1けにも是非どうぞ１

●2005年2月

2㈹…第９回理事会

3CIO…畑作対策協議会総会

青年部･理事者との懇談会

７個)…定例自治監査～１０日

９㈱…乳牛改良同志会定期総会

ルーキーズ海外研修報告会

１０㈱…あるる定休日

１２(1)…青年部冬まつり出店～13日

１４個)…農機部品取りまとめ～１８日

１５㈹…熟年会役員会

16010…酪農実習生受入協議会総会

１７㈹…ルーキーズカレツジ

あるる定休日

２１個)…中標津和牛振興会総会

女性部役員会

２２００…青年部役員会

クイズのこたえ －－－１ 

⑦ 
１２月、１月号の問題の答えは、

上から佐伯牧場､上ヶ島牧場､白

築牧場でした。

１５人の応募中１１人が正解､当

選者は厳正なる抽選のもと下記
の３人に決定致しました。

長渕宇田子さん(協和)､藤井秀
樹さん(本俣)､金子共一さん(職員)。

※今月の抽選は高橋組合長でした｡来月の抽選は
乾参事です。

２月居の問題

当｣A青年部が１２日､１３日に中標津冬まつりで
出店販売するみそはいくらで売られるでしょうか？
というのが問題。

①３９０円②450円③６００円
みそは内容量５００９で上記の機能性があること

を踏まえご回答下さい。

"１ノＶＷｍＳＨﾉＢＥｎｒＦＵ１２


